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ニューズレター発刊にあたって 

 TRANS と名付けたこのニューズレターは、京都大学大学院文学研究科の 21 世紀 COE

プログラム「グローバル時代の多元的人文学の拠点形成」における文学分野に属する研

究会「翻訳の諸相」の活動をお伝えするものです。また、この研究会に参加するメンバ

ーからの寄稿も随時掲載していきます。創刊号では、本学教官の吉田城教授にご寄稿い

ただきました。 

 この研究会は、全体会議と個別研究班の二つに大きく分かれています。全体会議は京

都大学文学研究科に所属する教官・学生を中心にして、個々のメンバーがそれぞれの関

心領域に従って「翻訳」の問題について研究発表を行い、全体で討論する場になります。

個別研究班では、「翻訳」の問題が大きくクローズアップされるようなテキストを選び、

その集中的な輪読会を行う予定です。その第一研究班として、ウラジーミル・ナボコフ

によるプーシキン作『エヴゲーニイ・オネーギン』の翻訳・注釈を読む会が発足し、活

動を行っています。また第二研究班も近々立ち上がる予定です。 

 わたしたちの研究会では、「翻訳」を単なる技術論の問題ではなく、異文化受容とい

う大きな視野で眺めた問題としてとらえる立場から、研究を進めていこうと考えていま

す。多くの方々のご参加とご支援をお願いいたします。 

 

                             -----研究会リーダー 若島 正 

 

 



 

芥川龍之介旧蔵書にみるフランス文学の痕跡 

吉田 城 

 

 

 日本と外国文化の接触と交流の歴史をたどることは、きたるべき真の国際化時代にお

ける精神文化の自己同一性を考えるうえで、大きな示唆を与えてくれる。ここでは筆者

が数年前に着手し、調査を続けている芥川龍之介（1892-1925）における外国文学の受

容と解釈の問題について、ごく簡単な報告をさせていただく（注）。 

 芥川龍之介の文学世界は非常に広大かつ深く、その全体像はさまざまなアプローチに

よる研究の結果、しだいに明らかになってきた。最近出版された『芥川龍之介大事典』

『芥川龍之介作品事典』（勉誠社）の２冊、また『芥川龍之介作品論集成』叢書（翰林

書房）などは現在わが国における芥川研究の到達点を示すものと言えるだろう。芥川研

究においては、評伝や証言の調査、作者の思想や伝記事実の探求、テーマの解釈や影響

関係や文体を論じる作品論とならんで、作品のよってきたる材源の調査が大きな位置を

占めているが、それはしばしば「ブッキッシュな」と評される芥川の膨大な読書量と博

識を考慮すれば当然のことであろう。 

 富田仁氏の編集した芥川の「比較文学研究」（朝日出版社、1972）は、広い視野でア

ングロ＝サクソン、フランス、ドイツ、ロシアなど西洋文学と芥川の関連を論じた代表

的な書物である。それ以降もこの分野では興味深い研究が積み重ねられている。芥川に

おけるフランス文学の寄与は非常に大きく、彼が言及した外国ものではもっとも頻度数

が高い。けれども彼は一高から東大時代にかけてもっぱら英語を学び、ドイツ語も選択

したものの、フランス語を系統的に学習したという形跡はない。書簡の中でもフランス

語は後回しにしたと述べている。したがって芥川はフランス語には自信がなく、フラン

ス作品は多く英語訳で読破していた（学生時代に発表したアナトール・フランスの翻訳

も英語からの重訳であった）。 

 1913 年の浅野宛書簡では、「早いものにて初めてロータスシリーズという紫色の本に

て DAUDET の SAPHO を読みしより四年たち候 四年たてど英語も独逸語も呉下の旧阿蒙

にていやになり候 和文はよめず漢籍はわからず外国語はそら覚えでは何の役にもた

ちそうにもなくもう少しどうかした頭に生まれ返ってこなければ駄目と思い候」などと、

かなり卑下しつつ書いている。とはいえ、芥川の有名な警句の一つに「人生は一行のボ

オドレエルにもしかない」（『或阿呆の一生』）というのがある。フランス文学に寄せる

芥川の思いが感じられる言葉ではないか。 



 芥川龍之介の草稿や資料群は、芥川比呂志や甥の葛巻義敏の寄贈によって、日本近代

文学館、山梨近代文学館、藤沢市図書館に保管されている。そのうち日本近代文学館に

は芥川旧蔵書が散逸を免れて収蔵されていて、そのカタログ（絶版）も刊行されている。

旧蔵書の洋書は全部で 638 点、318 名の著者にわたり、総計 809 冊におよぶ（ちなみに

和漢書は 465 点 1822 冊）。809 冊のうち、芥川自身によると思われる書き込み（感想、

メモ、アンダーライン、丸印など）が 345 冊に残っている。 

 芥川は日本橋の丸善書店などで英訳フランス文学図書を購入していた。ラブレー、デ

カルト、パスカル、モンテーニュ、ラシーヌから象徴派、ロティ、アナトール・フラン

スなど同時代文学にいたるまで広く買い集めている。特徴的なのは、短篇・中編小説へ

の関心が高かったことである。これらの蔵書に残された書き込みや各種の符号を調査す

ることにより、芥川の読書の一端が分かってくる。 

 ほんの一例をあげよう。フローベールの『聖アントワーヌの誘惑』（ラフカディオ・

ハーンによる英訳）について、芥川は「仏蘭西文学と僕」（「中央文学」1921 年）のな

かで、高等学校時代に読んだと言っているが、この英訳本には読了を示すメモ "April 

1st 1920, Tabata"が巻末にあり、おまけに自筆で「コノ本ヲ読ンデ退屈セザルモノハ

大賢カ大愚ナラン」と皮肉めいたことを記している。芥川がこれより面白かったと述べ

ている同じフローベールの『サランボー』はどうかというと、青鉛筆で数箇所に下線を

引いている。それは意外にも筋書きに関する部分ではなく、ヒロインの服装の細密描写、

異国的な町のスケッチなどであり、作家がこうした描写を参考にしようとしていたこと

をうかがわせる。今後、この調査を続行することで、これまで知られていなかった一面

を明らかにしていきたい。 
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 （注）筆者の芥川研究は、最初岩波書店芥川全集の編集に協力する形で、欧文自筆メ

モ類の調査をおこなったことが直接のきっかけである。論考としてはおもに生成論の立

場から草稿などを調査した「盗人の誕生」（羅生門論、日本語およびフランス語 1999）、

「ある文明開化のまなざし」（「舞踏会」論）、「雛」の分析（フランス語、2000）、日本

の武士道と新渡戸稲造にかかわる「手巾」の分析（フランス語 2001）、母親の主題に関

する比較研究（パリ第 8 大学での講演）などである。 

 

 

 

 

 

 



研究会のメンバー 

 中村紘一 （文学研究科教授）吉田 城 （同）宮内 弘 （同） 

 若島 正 （同,研究会リーダー) 佐々木徹 （文学研究科助教授） 

  廣田篤彦 （同）家入葉子 （同）永盛克也 （同） 

  河井純子 （大谷大学非常勤講師、研究会補佐員） 

  山田えりか（文学研究科博士課程）伊村大樹 （同）国房美香 （同） 

  小島基洋 （同）皆尾麻弥 （同） 早川文敏 （同） 北村直子 （同） 林田 愛（同） 

 三浦笙子 （東京水産大学教授）中田晶子 （南山短期大学教授） 

 吉川幹子 （明治学院大学非常勤講師）芦本 滋 （高槻高校教諭） 

 

これまでの活動状況 

  ・第一研究班 第１回研究会 

   日 時： 2003 年 1 月 11 日（土）午後 1ー5時 

   場 所： 文学部新館 若島研究室 

   参加者： 芦本 滋、中田晶子、西山けい子、三浦笙子 

        皆尾麻弥、吉川幹子、若島 正 （以上７名） 

    第一研究班の活動のあり方について議論し、第２回研究会の内容を決定 

    しました。 

  ・第１回全体会議 

   日 時： 2002 年 11 月 14 日（木）午後 0ー1時 

   場 所： 文学部新館 第３演習室  

   参加者： 中村紘一、吉田 城、宮内 弘、若島 正 

        佐々木徹、廣田篤彦、家入葉子、永盛克也 （以上８名） 

    この研究会全体の運営と、全体会議のあり方について議論しました。 

 

お知らせ 

 第一研究班の第２回研究会を以下の通りに開催いたします。 

   日 時： 2003 年 3 月 22 日（土） 午後 1時より 

      場 所： 京大会館 213 号室 

   報 告： 

    (1) 若島 正 （京都大学） 

      「ナボコフ訳・注『オネーギン』第 1章第 4連まで」 

        (2) 中田晶子 （南山短期大学） 

      「文献解題：Priscilla Meyer, Lolita and Onegin」 

 


